第５学年２組　算数科学習指導案
姫路市立南大津小学校
１．単元名　　　　面積

２．趣旨

　○　面積に関しては、４年生で面積の単位を知り、正方形や長方形の面積の求め方について学習している。また、図形に関しては、「垂直・平行と四角形」の学習で、平行四辺形や台形・ひし形の定義や性質を知り、作図したり、身の回りから見つけたりする経験をしている。

　　　本単元では、これらの学習の発展として、三角形、平行四辺形の面積の求め方を考えながら、面積の概念の理解を深めることをねらいとしている。

　○　本学級の児童は、事前調査の結果、ほとんどの児童が具体的な数字での長方形や正方形の面積を求めることができる。㎠、㎡、㎢の適切な単位を選ぶこともできている。しかし、公式を用語として覚えていなかったり、㎠が読めなかったりする児童が２５％もいる。また、長方形や正方形の複合図形の求積問題では、半分の児童が正しく面積を求めることができなかった。図形を分割したり、空白部分を補充したりして面積を求めることが定着していない。また、１学期に「垂直と平行」を学習しており、定規を正しく置けない児童が２名いたが、この単元でも、「高さ」を正しく求められない児童がでると予想される。いろんな例を用いて指導していきたい。
　○　そこで、指導に当たっては、三角形や平行四辺形の面積の求め方を、既習の求積可能な図形の面積の求め方を基に考えさせたい。そのために、新しい図形を具体的な操作（分割する、移動する、補助線を引くなど）を通して、既習の図形に変形させることで、それぞれの求積方法を見つけさせる。そして、自分の考えを発表し、友だちの意見を聞くことで、自分の方法と類似点を見つけたり、新しい考えに出合ったりして、学ぶ楽しさを味わわせたい。また、つまずいている児童には、ＩＣＴを活用することで、理解を促したい。さらに、公式を導くまでの過程を大切にすることで、三角形や平行四辺形以外の様々な図形についても、自ら面積を求める意欲へとつなげたい。

３．単元の目標

　・既習の面積公式をもとに、三角形、平行四辺形の面積を求める公式を進んで見出そうとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）
　・既習の面積公式をもとに、三角形や平行四辺形の面積を工夫して求めたり、公式をつくることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数学的な考え方）
　・三角形、平行四辺形の面積を求める公式を用いて、面積を求めることができる。
（表現・処理）
　・三角形、平行四辺形の面積の求め方を理解する。　　　　　　　　　　（知識・理解）
４．学習計画（全１２時間）

　　第一次　三角形の面積・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（４時間）

　　　第１時　直角三角形の面積の求め方

　　　第２時　鋭角三角形の面積の求め方

　　　第３時　三角形の面積の公式

　　　第４時　一般四角形の面積の求め方
第2次 平行四辺形の面積・・・・・・・・・・・・・・・・・本時（１時間）

第3次 いろいろな三角形・四角形の面積・・・・・・・・・・・・（４時間）

　第１時　鈍角三角形、鈍角平行四辺形の面積の求め方
　第２時　台形の面積の求め方

　第３時　ひし形の面積の求め方

　第４時　練習
第4次 面積の問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（３時間）

５．評価規準
	学習活動・内容
	関心・意欲・態度
	評価規準と　評価

数学的な考え方
	方法

表現処理
	知識理解

	第１次

・三角形の面積の求め方を考える。
	
	・長方形や正方形を基に、直角三角形の面積を工夫して求めることができる。
	
	・

	・一般の三角形の面積をいろいろな方法で考える。
	
	・２つの直角三角形に分けたり、等積変形して長方形に置きかえたりして考えている。
	
	

	・三角形の面積を求める公式を考える。
	
	
	
	・公式を作るには三角形のどこの長さが必要か考え、求め方を理解している。

	・一般四角形の面積を工夫して求める。
	２つの三角形に分割するなどして自分で面積を求めようとする。
	
	
	

	第２次

・平行四辺形の面積の求め方を考え、公式を導き出す。
	
	・既習の三角形や長方形の面積を基にして、分けたり、変形したりして、面積の求め方を考えることができる

	
	

	第３次
・鈍角三角形、鈍角平行四辺形の面積を求める。
	
	
	・高さが外側にある三角形や平行四辺形の面積を公式を適用して求めることができる。
	

	・既習の面積の求め方を使って、台形の面積の求め方を考える。
	
	
	・台形の面積を求めることができる。
	

	・既習の面積の求め方を使って、ひし形の面積の求め方を考える。
	
	
	ひし形の面積を求めることができる。
	

	・三角形の高さや底辺を変えたときの面積との関係を調べる。
	
	・三角形の面積と、高さ、底辺の長さとの関係を考えることができる。
	
	

	第４次
・三角形の面積の公式の意味を考える。
	
	・式と図を見て三角形の求積方法が分かり、式の意味を考えることができる。
	
	

	・同じ既習の面積の図形をいろいろ作る。
	・既習の面積の求め方を活用して、方眼に書き込む。
	
	
	


６．本時の学習（第２次）

　（１）目標　　　平行四辺形の面積の求め方をいろいろ考え、公式を導き出す。
　（２）準備物　　パソコン　プロジェクター　色鉛筆　定規　画用紙　ワークシート　

　（３）学習の展開　

	学習活動
	教師の支援と指導
	備考

	1． 本時の学習課題を知る。

・問題を知る。
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2． 平行四辺形の面積の求め方を考える。


[image: image2]
○求め方を発表する。

３．公式を導き出す。
○どこの長さが必要か考える。

4． 適用題を解く。

5． 本時の学習をふり返る。
	・平行四辺形の特徴について確認する。

・今までの学習をふり返らせ、補助線を引いて既習の図形に分割したり、変形・移動をしたりして考えるよう助言する。

・１つの解決方法で求められた児童には、別の方法で求められないか考えさせる。

・発表する際に、既習のどの図形に変形させたものかをはっきりさせてから説明させる。その際に、分かりにくい児童には、プロジェクターを使って理解を促す。

・いくつかでた式の数字に着目させ、それぞれ平行四辺形のどの部分にあたるかを考えさせた上で、自ら公式を導き出させる。

・底辺と高さが分かれば、公式を使って求めることができることを理解させる。

・本時の学習をふり返り、いろんな面積を求めようとする意欲につなげたい。
	コンテンツ
ワークシート
色鉛筆
画用紙

コンテンツ




平行四辺形の面積をくふうしてもとめましょう。








Ａ平行四辺形の面積の求め方がいろいろな方法で筋道立てて考えることができる。


Ｂ三角形や長方形の面積を基にして、平行四辺形の面積を求めることができる。（ワークシート）














